
  



  口語訳 新約聖書


  



  テモテヘの第一の手紙


  



  日本聖書協会　一九五四年版


  



  目次


  



  
    第一章

    第二章

    第三章

    第四章

    第五章

    第六章
  


  
    第一章


    
      1わたしたちの救主すくいぬしなる神かみと、わたしたちの望のぞみであるキリスト・イエスとの任命にんめいによるキリスト・イエスの使徒しとパウロから、 2信仰しんこうによるわたしの真実しんじつな子こテモテへ。
    


    
      父ちちなる神かみとわたしたちの主しゅキリスト・イエスから、恵めぐみとあわれみと平安へいあんとが、あなたにあるように。
    


    
      3わたしがマケドニヤに向むかって出発しゅっぱつする際さい、頼たのんでおいたように、あなたはエペソにとどまっていて、ある人々ひとびとに、違ちがった教おしえを説とくことをせず、 4作つくり話ばなしやはてしのない系図けいずなどに気きをとられることもないように、命めいじなさい。そのようなことは信仰しんこうによる神かみの務つとめを果はたすものではなく、むしろ論議ろんぎを引ひき起おこさせるだけのものである。 5わたしのこの命令めいれいは、清きよい心こころと正ただしい良心りょうしんと偽いつわりのない信仰しんこうとから出でてくる愛あいを目標もくひょうとしている。 6ある人々ひとびとはこれらのものからそれて空論くうろんに走はしり、 7律法りっぽうの教師きょうしたることを志こころざしていながら、自分じぶんの言いっていることも主張しゅちょうしていることも、わからないでいる。 8わたしたちが知しっているとおり、律法りっぽうなるものは、法ほうに従したがって用もちいるなら、良よいものである。 9すなわち、律法りっぽうは正ただしい人ひとのために定さだめられたのではなく、不法ふほうな者ものと法ほうに服ふくさない者もの、不信心ふしんじんな者ものと罪つみある者もの、神聖しんせいを汚けがす者ものと俗悪ぞくあくな者もの、父ちちを殺ころす者ものと母ははを殺ころす者もの、人ひとを殺ころす者もの、 10不品行ふひんこうな者もの、男色なんしょくをする者もの、誘ゆうかいする者もの、偽いつわる者もの、偽いつわり誓ちかう者もの、そのほか健全けんぜんな教おしえにもとることがあれば、そのために定さだめられていることを認みとむべきである。 11これは、祝福しゅくふくに満みちた神かみの栄光えいこうの福音ふくいんが示しめすところであって、わたしはこの福音ふくいんをゆだねられているのである。
    


    
      12わたしは、自分じぶんを強つよくして下くださったわたしたちの主しゅキリスト・イエスに感謝かんしゃする。主しゅはわたしを忠実ちゅうじつな者ものと見みて、この務つとめに任にんじて下くださったのである。 13わたしは以前いぜんには、神かみをそしる者もの、迫害はくがいする者もの、不遜ふそんな者ものであった。しかしわたしは、これらの事ことを、信仰しんこうがなかったとき、無知むちなためにしたのだから、あわれみをこうむったのである。 14その上うえ、わたしたちの主しゅの恵めぐみが、キリスト・イエスにある信仰しんこうと愛あいとに伴ともない、ますます増まし加くわわってきた。 15「キリスト・イエスは、罪人つみびとを救すくうためにこの世よにきて下くださった」という言葉ことばは、確実かくじつで、そのまま受うけいれるに足たるものである。わたしは、その罪人つみびとのかしらなのである。 16しかし、わたしがあわれみをこうむったのは、キリスト・イエスが、まずわたしに対たいして限かぎりない寛容かんようを示しめし、そして、わたしが今後こんご、彼かれを信しんじて永遠えいえんのいのちを受うける者ものの模範もはんとなるためである。 17世々よよの支配者しはいしゃ、不朽ふきゅうにして見みえざる唯一ゆいいつの神かみに、世々よよ限かぎりなく、ほまれと栄光えいこうとがあるように、アァメン。
    


    
      18わたしの子こテモテよ。以前いぜんあなたに対たいしてなされた数々かずかずの預言よげんの言葉ことばに従したがって、この命令めいれいを与あたえる。あなたは、これらの言葉ことばに励はげまされて、信仰しんこうと正ただしい良心りょうしんとを保たもちながら、りっぱに戦たたかいぬきなさい。 19ある人々ひとびとは、正ただしい良心りょうしんを捨すてたため、信仰しんこうの破船はせんに会あった。 20その中なかに、ヒメナオとアレキサンデルとがいる。わたしは、神かみを汚けがさないことを学まなばせるため、このふたりをサタンの手てに渡わたしたのである。
    

  


  


  
    第二章


    
      1そこで、まず第だい一に勧すすめる。すべての人ひとのために、王おうたちと上うえに立たっているすべての人々ひとびとのために、願ねがいと、祈いのりと、とりなしと、感謝かんしゃとをささげなさい。 2それはわたしたちが、安やすらかで静しずかな一生いっしょうを、真しんに信心しんじん深ぶかくまた謹厳きんげんに過すごすためである。 3これは、わたしたちの救主すくいぬしである神かみのみまえに良よいことであり、また、みこころにかなうことである。 4神かみは、すべての人ひとが救すくわれて、真理しんりを悟さとるに至いたることを望のぞんでおられる。 5神かみは唯一ゆいいつであり、神かみと人ひととの間あいだの仲保者ちゅうほしゃもただひとりであって、それは人ひとなるキリスト・イエスである。 6彼かれは、すべての人ひとのあがないとしてご自身じしんをささげられたが、それは、定さだめられた時ときになされたあかしにほかならない。 7そのために、わたしは立たてられて宣教者せんきょうしゃ、使徒しととなり（わたしは真実しんじつを言いっている、偽いつわってはいない）、また異邦人いほうじんに信仰しんこうと真理しんりとを教おしえる教師きょうしとなったのである。
    


    
      8男おとこは、怒いかったり争あらそったりしないで、どんな場所ばしょでも、きよい手てをあげて祈いのってほしい。 9また、女おんなはつつましい身みなりをし、適度てきどに慎つつしみ深ぶかく身みを飾かざるべきであって、髪かみを編あんだり、金きんや真珠しんじゅをつけたり、高価こうかな着物きものを着きたりしてはいけない。 10むしろ、良よいわざをもって飾かざりとすることが、信仰しんこうを言いいあらわしている女おんなに似につかわしい。 11女おんなは静しずかにしていて、万事ばんじにつけ従順じゅうじゅんに教おしえを学まなぶがよい。 12女おんなが教おしえたり、男おとこの上うえに立たったりすることを、わたしは許ゆるさない。むしろ、静しずかにしているべきである。 13なぜなら、アダムがさきに造つくられ、それからエバが造つくられたからである。 14またアダムは惑まどわされなかったが、女おんなは惑まどわされて、あやまちを犯おかした。 15しかし、女おんなが慎つつしみ深ぶかく、信仰しんこうと愛あいと清きよさとを持もち続つづけるなら、子こを産うむことによって救すくわれるであろう。
    

  


  


  
    第三章


    
      1「もし人ひとが監督かんとくの職しょくを望のぞむなら、それは良よい仕事しごとを願ねがうことである」とは正ただしい言葉ことばである。 2さて、監督かんとくは、非難ひなんのない人ひとで、ひとりの妻つまの夫おっとであり、自みずからを制せいし、慎つつしみ深ぶかく、礼儀れいぎ正ただしく、旅人たびびとをもてなし、よく教おしえることができ、 3酒さけを好このまず、乱暴らんぼうでなく、寛容かんようであって、人ひとと争あらそわず、金かねに淡泊たんぱくで、 4自分じぶんの家いえをよく治おさめ、謹厳きんげんであって、子供こどもたちを従順じゅうじゅんな者ものに育そだてている人ひとでなければならない。 5自分じぶんの家いえを治おさめることも心得こころえていない人ひとが、どうして神かみの教会きょうかいを預あづかることができようか。 6彼かれはまた、信者しんじゃになって間あいだもないものであってはならない。そうであると、高慢こうまんになって、悪魔あくまと同おなじ審判しんぱんを受うけるかも知しれない。 7さらにまた、教会外きょうかいがいの人々ひとびとにもよく思おもわれている人ひとでなければならない。そうでないと、そしりを受うけ、悪魔あくまのわなにかかるであろう。
    


    
      8それと同様どうように、執事しつじも謹厳きんげんであって、二枚舌にまいじたを使つかわず、大酒おおざけを飲のまず、利りをむさぼらず、 9きよい良心りょうしんをもって、信仰しんこうの奥義おくぎを保たもっていなければならない。 10彼かれらはまず調しらべられて、不都合ふつごうなことがなかったなら、それから執事しつじの職しょくにつかすべきである。 11女おんなたちも、同様どうように謹厳きんげんで、他人たにんをそしらず、自みずからを制せいし、すべてのことに忠実ちゅうじつでなければならない。 12執事しつじはひとりの妻つまの夫おっとであって、子供こどもと自分じぶんの家いえとをよく治おさめる者ものでなければならない。 13執事しつじの職しょくをよくつとめた者ものは、良よい地位ちいを得え、さらにキリスト・イエスを信しんじる信仰しんこうによる、大おおいなる確信かくしんを得えるであろう。
    


    
      14わたしは、あなたの所ところにすぐ行いきたいと望のぞみながら、この手紙てがみを書かいている。 15万一まんいちわたしが遅れる場合ばあいには、神かみの家いえでいかに生活せいかつすべきかを、あなたに知しってもらいたいからである。神かみの家いえというのは、生いける神かみの教会きょうかいのことであって、それは真理しんりの柱はしら、真理しんりの基礎きそなのである。 16確たしかに偉大いだいなのは、この信心しんじんの奥義おくぎである、

      
        「キリストは肉にくにおいて現あらわれ、

        霊れいにおいて義ぎとせられ、

        御使みつかいたちに見みられ、

        諸しょ国民こくみんの間あいだに伝つたえられ、

        世界せかいの中なかで信しんじられ、

        栄光えいこうのうちに天てんに上あげられた」。

      

    

  


  


  
    第四章


    
      1しかし、御霊みたまは明あきらかに告つげて言いう。後のちの時ときになると、ある人々ひとびとは、惑まどわす霊れいと悪霊あくりょうの教おしえとに気きをとられて、信仰しんこうから離はなれ去さるであろう。 2それは、良心りょうしんに焼やき印いんをおされている偽いつわり者ものの偽善ぎぜんのしわざである。 3これらの偽いつわり者ものどもは、結婚けっこんを禁きんじたり、食物しょくもつを断たつことを命めいじたりする。しかし食物しょくもつは、信仰しんこうがあり真理しんりを認みとめる者ものが、感謝かんしゃして受うけるようにと、神かみの造つくられたものである。 4神かみの造つくられたものは、みな良よいものであって、感謝かんしゃして受うけるなら、何なにひとつ捨すてるべきものはない。 5それらは、神かみの言ことばと祈いのりとによって、きよめられるからである。
    


    
      6これらのことを兄弟きょうだいたちに教おしえるなら、あなたは、信仰しんこうの言葉ことばとあなたの従したがってきた良よい教おしえの言葉ことばとに養やしなわれて、キリスト・イエスのよい奉仕者ほうししゃになるであろう。 7しかし、俗悪ぞくあくで愚ぐにもつかない作つくり話ばなしは避さけなさい。信心しんじんのために自分じぶんを訓練くんれんしなさい。 8からだの訓練くんれんは少すこしは益えきするところがあるが、信心しんじんは、今いまのいのちと後のちの世よのいのちとが約束やくそくされてあるので、万事ばんじに益えきとなる。 9これは確実かくじつで、そのまま受うけいれるに足たる言葉ことばである。 10わたしたちは、このために労ろうし苦くるしんでいる。それは、すべての人ひとの救主すくいぬし、特とくに信しんじる者ものたちの救主すくいぬしなる生いける神かみに、望のぞみを置おいてきたからである。
    


    
      11これらの事ことを命めいじ、また教おしえなさい。 12あなたは、年としが若わかいために人ひとに軽かろんじられてはならない。むしろ、言葉ことばにも、行状ぎょうじょうにも、愛あいにも、信仰しんこうにも、純潔じゅんけつにも、信者しんじゃの模範もはんになりなさい。 13わたしがそちらに行ゆく時ときまで、聖書せいしょを朗読ろうどくすることと、勧すすめをすることと、教おしえることとに心こころを用もちいなさい。 14長老ちょうろうの按手あんしゅを受うけた時とき、預言よげんによってあなたに与あたえられて内うちに持もっている恵めぐみの賜物たまものを、軽視けいししてはならない。 15すべての事ことにあなたの進歩しんぽがあらわれるため、これらの事ことを実行じっこうし、それを励はげみなさい。 16自分じぶんのことと教おしえのこととに気きをつけ、それらを常つねに努つとめなさい。そうすれば、あなたは、自分じぶん自身じしんとあなたの教おしえを聞きく者ものたちとを、救すくうことになる。
    

  


  


  
    第五章


    
      1老人ろうじんをとがめてはいけない。むしろ父親ちちおやに対たいするように、話はなしてあげなさい。若わかい男おとこには兄弟きょうだいに対たいするように、 2年としとった女おんなには母親ははおやに対たいするように、若わかい女おんなには、真しんに純潔じゅんけつな思おもいをもって、姉妹しまいに対たいするように、勧告かんこくしなさい。
    


    
      3やもめについては、真しんにたよりのないやもめたちを、よくしてあげなさい。 4やもめに子こか孫まごかがある場合ばあいには、これらの者ものに、まず自分じぶんの家いえで孝養こうようをつくし、親おやの恩おんに報むくいることを学まなばせるべきである。それが、神かみのみこころにかなうことなのである。 5真しんにたよりのない、ひとり暮ぐらしのやもめは、望のぞみを神かみにおいて、日夜にちや、たえず願ねがいと祈いのりとに専心せんしんするが、 6これに反はんして、みだらな生活せいかつをしているやもめは、生いけるしかばねにすぎない。 7これらのことを命めいじて、彼女かのじょたちを非難ひなんのない者ものとしなさい。 8もしある人ひとが、その親族しんぞくを、ことに自分じぶんの家族かぞくをかえりみない場合ばあいには、その信仰しんこうを捨すてたことになるのであって、不信者ふしんじゃ以上いじょうにわるい。 9やもめとして登録とうろくさるべき者ものは、六十歳さい以下いかのものではなくて、ひとりの夫おっとの妻つまであった者もの、 10また子女しじょをよく養育よういくし、旅人たびびとをもてなし、聖徒せいとの足あしを洗あらい、困こまっている人ひとを助たすけ、種々しゅじゅの善行ぜんこうに努つとめるなど、そのよいわざでひろく認みとめられている者ものでなければならない。 11若わかいやもめは除じょ外がいすべきである。彼女かのじょたちがキリストにそむいて気きままになると、結婚けっこんをしたがるようになり、 12初はじめの誓ちかいを無視むししたという非難ひなんを受うけねばならないからである。 13その上うえ、彼女かのじょたちはなまけていて、家々いえいえを遊あそび歩あるくことをおぼえ、なまけるばかりか、むだごとをしゃべって、いたずらに動うごきまわり、口くちにしてはならないことを言いう。 14そういうわけだから、若わかいやもめは結婚けっこんして子こを産うみ、家いえをおさめ、そして、反対者はんたいしゃにそしられるすきを作つくらないようにしてほしい。 15彼女かのじょたちのうちには、サタンのあとを追おって道みちを踏ふみはずした者ものもある。 16女おんなの信者しんじゃが家いえにやもめを持もっている場合ばあいには、自分じぶんでそのやもめの世話せわをしてあげなさい。教会きょうかいのやっかいになってはいけない。教会きょうかいは、真しんにたよりのないやもめの世話せわをしなければならない。
    


    
      17よい指導しどうをしている長老ちょうろう、特とくに宣教せんきょうと教おしえとのために労ろうしている長老ちょうろうは、二倍ばいの尊敬そんけいを受うけるにふさわしい者ものである。 18聖書せいしょは、「穀物こくもつをこなしている牛うしに、くつこをかけてはならない」また「働はたらき人びとがその報酬ほうしゅうを受うけるのは当然とうぜんである」と言いっている。 19長老ちょうろうに対たいする訴訟そしょうは、ふたりか三人にんの証人しょうにんがない場合ばあいには、受理じゅりしてはならない。 20罪つみを犯おかした者ものに対たいしては、ほかの人々ひとびとも恐おそれをいだくに至いたるために、すべての人ひとの前まえでその罪つみをとがむべきである。 21わたしは、神かみとキリスト・イエスと選えらばれた御使みつかいたちとの前まえで、おごそかにあなたに命めいじる。これらのことを偏見へんけんなしに守まもり、何事なにごとについても、不ふ公平こうへいな仕方しかたをしてはならない。 22軽々かるがるしく人ひとに手てをおいてはならない。また、ほかの人ひとの罪つみに加くわわってはいけない。自分じぶんをきよく守まもりなさい。 23（これからは、水みずばかりを飲のまないで、胃いのため、また、たびたびのいたみを和やわらげるために、少量しょうりょうのぶどう酒しゅを用もちいなさい。） 24ある人ひとの罪つみは明白めいはくであって、すぐ裁判さいばんにかけられるが、ほかの人ひとの罪つみは、あとになってわかって来くる。 25それと同おなじく、良よいわざもすぐ明あきらかになり、そうならない場合ばあいでも、隠かくれていることはあり得えない。
    

  


  


  
    第六章


    
      1くびきの下したにある奴隷どれいはすべて、自分じぶんの主人しゅじんを、真しんに尊敬そんけいすべき者ものとして仰あおぐべきである。それは、神かみの御名みなと教おしえとが、そしりを受うけないためである。 2信者しんじゃである主人しゅじんを持もっている者ものたちは、その主人しゅじんが兄弟きょうだいであるというので軽視けいししてはならない。むしろ、ますます励はげんで仕つかえるべきである。その益えきを受うける主人しゅじんは、信者しんじゃであり愛あいされている人ひとだからである。
    


    
      あなたは、これらの事ことを教おしえかつ勧すすめなさい。 3もし違ちがったことを教おしえて、わたしたちの主しゅイエス・キリストの健全けんぜんな言葉ことば、ならびに信心しんじんにかなう教おしえに同意どういしないような者ものがあれば、 4彼かれは高慢こうまんであって、何なにも知しらず、ただ論議ろんぎと言葉ことばの争あらそいとに病やまいみついている者ものである。そこから、ねたみ、争あらそい、そしり、さいぎの心こころが生しょうじ、 5また知性ちせいが腐くさって、真理しんりにそむき、信心しんじんを利得りとくと心こころ得える者ものどもの間あいだに、はてしのないいがみ合あいが起おこるのである。 6しかし、信心しんじんがあって足たることを知しるのは、大おおきな利得りとくである。 7わたしたちは、何なにひとつ持もたないでこの世よにきた。また、何なにひとつ持もたないでこの世よを去さって行いく。 8ただ衣食いしょくがあれば、それで足たれりとすべきである。 9富とむことを願ねがい求もとめる者ものは、誘惑ゆうわくと、わなとに陥おちいり、また、人ひとを滅ほろびと破壊はかいとに沈しずませる、無分別むふんべつな恐おそろしいさまざまの情欲じょうよくに陥おちいるのである。 10金銭きんせんを愛あいすることは、すべての悪あくの根ねである。ある人々ひとびとは欲よくばって金銭きんせんを求もとめたため、信仰しんこうから迷まよい出でて、多おおくの苦痛くつうをもって自分じぶん自身じしんを刺さしとおした。
    


    
      11しかし、神かみの人ひとよ。あなたはこれらの事ことを避さけなさい。そして、義ぎと信心しんじんと信仰しんこうと愛あいと忍耐にんたいと柔和にゅうわとを追おい求もとめなさい。 12信仰しんこうの戦たたかいをりっぱに戦たたかいぬいて、永遠えいえんのいのちを獲得かくとくしなさい。あなたは、そのために召めされ、多おおくの証人しょうにんの前まえで、りっぱなあかしをしたのである。 13わたしはすべてのものを生いかして下くださる神かみのみまえと、またポンテオ・ピラトの面前めんぜんでりっぱなあかしをなさったキリスト・イエスのみまえで、あなたに命めいじる。 14わたしたちの主しゅイエス・キリストの出現しゅつげんまで、その戒いましめを汚けがすことがなく、また、それを非難ひなんのないように守まもりなさい。 15時ときがくれば、祝福しゅくふくに満みちた、ただひとりの力ちからあるかた、もろもろの王おうの王おう、もろもろの主しゅの主しゅが、キリストを出現しゅつげんさせて下くださるであろう。 16神かみはただひとり不ふ死しを保たもち、近ちかづきがたい光ひかりの中なかに住すみ、人間にんげんの中なかでだれも見みた者ものがなく、見みることもできないかたである。ほまれと永遠えいえんの支配しはいとが、神かみにあるように、アァメン。
    


    
      17この世よで富とんでいる者ものたちに、命めいじなさい。高慢こうまんにならず、たよりにならない富とみに望のぞみをおかず、むしろ、わたしたちにすべての物ものを豊ゆたかに備そなえて楽たのしませて下くださる神かみに、のぞみをおくように、 18また、良よい行おこないをし、良よいわざに富とみみ、惜おしみなく施ほどこし、人ひとに分わけ与あたえることを喜よろこび、 19こうして、真しんのいのちを得えるために、未来みらいに備そなえてよい土台どだいを自分じぶんのために築きずき上あげるように、命めいじなさい。
    


    
      20テモテよ。あなたにゆだねられていることを守まもりなさい。そして、俗悪ぞくあくなむだ話はなしと、偽いつわりの「知識ちしき」による反対はんたい論ろんとを避さけなさい。 21ある人々ひとびとはそれに熱中ねっちゅうして、信仰しんこうからそれてしまったのである。
    


    
      恵めぐみが、あなたがたと共ともにあるように。
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